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薬歴表処方せんとお薬カレンダー式カートを使った
処方薬の安全管理と服薬支援
新井克明… 5Ｚ 
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薬歴表処方せんと

お薬カレンダー式カートを使った
処方薬の安全管理と服薬支援
医療法人渡辺会大洗海岸病院薬剤部新井兎1ﾘ］

はじめに

水､【iに必奨な錐が遊ばれて．適正な棚ﾊﾟﾘが行

われ，週I[に'11!怖さｵし，適lliに使われて．ｌ１ｉｌ１作

)|}など起こさず，ｊＭい人|塊IUjlllIで魁貯も家ﾙﾐも

紬１Ｗ)いく退院となる．そして忠者は退院後も

｢1℃で薬ﾊﾞﾘ師にI税lﾘjされた辺1)に週11;に薬のrl

Ll柚:j'11ができる．こｊＬが｣ll1似の｢雛の適１K便)'1」

であろう．これを妨;ifする２つのﾉくきな要|Ａ１か

ある．それは|ｸﾐﾂﾞ郷!'|のlIllIujである「lｸﾐ癖ミス」

とAlMfl1lの|}'1趣である「Illi雛ミス」である．、'１

１発では恐什が入院して処ﾉﾉせん発行からi洲/１１１．

１j薬までに苑/kするIｸﾐ療ミスを．蕊剤部内にこ

だわらずｿI灯院令体において徹底的に排除するﾉﾉ

ﾘﾐを検ii､Ｉし,さらに人院【'１の胆汁が辿院後に薬の

正しい''1L｣符ｊ１ｌ１を述成できるようにするための術

|塊としてのjilLjllを拙築してきたので詔介する．

1．薬に関するリスクが発生する

タイミング．

難にIMIするリスクがｿ&化するタイミングに

は，入院11ｹの捗参薬チェック|け，処ﾉ』せん作成

時．綱ﾊﾟﾘ時，’j薬時，Ｉ１Ｉｌ漿時，退院lllhそして

迫l塊後の山荷によるr1LWiTI}Iの11ｹなどがあI)，

このいずれの段階においても多くのリスクがiH「

んでいる（図１）．

＞ 退院－し薬局一陰在宅入院

持参薬
チェック

調郵’

薬
薬
薬

配
与
服

退院時
服薬指導

藥藥連摸

自己
管理

処方せん
作成

悪化＜ 再入院

図１葵に関するリスクが発生するタイミング
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１）入院時のリスク

人院時の持参薬チェックでは，ひびｉＩｌＩれして

いたり，溶け１１)していたり，変色していたI)し

て．莱効を雑排しているかどうか疑いたくなる

ような薬を多く兄かける．これらの持参薬のｲ《

適切な符JIIlがIHi1川で入院してくる.uA,汁さえい

る．そのうえ．自分の所有物だから多少溶けた

')変色していてもかまわないから使ってくれと

主張する思什までいる．入院１１#の持参紫チェッ

クでは忠稀のＩＩｉ薬状況を砿,灘するのがＷｊ－Ｉｲ；

で，持参薬のM1質をl職,'二できる砿間たる備棚な

どiMLられないことのほうが多い．散剤などはｌＩ１Ｉ

定すらできない場合もある．I1li蕊状況のｉｉｉ認に

しても，持参した薬が今飲んでいる薬とは限ら

ず．イト参しなかった獺を飲んでいたり，忠櫛の

意識が艇かつたI)，遮識があってもi灘jH1症でそ

のうえ家族が別〃ＩしていたI)，｜,Ｉ)i,+していても

関心がなかったI)と|ｲｨ雛を械める．［ｸ鋤：艤側や

薬AIIへの111|い合わせも襖数のIlii股にまたがり多

ノミなIMFlH1を典する．処行が持ってくるお薬手IMI

は薬峨のⅢ'１れが多く役にｆたない．鉱の説'ﾘ１，１１；

もいろいろな病院・蕊ﾊﾞﾘから今までに発行され

たものを|Ⅱ1枚も持っており，」1Mｲ[２のｌｊＩｉ川薬を11リ

ltIrしにくい．それでも，病院の薬剤'１，liは持参薬

を鑑MIIして，上記のＩｌＩＩ題を解決して「持参薬wl

lIr1Iﾄﾞ」というi'|:類によ')Ｉﾀﾐl1lliにその'ﾉ､rfFを提|此

する．しかし獺剤師がいかに努〃して11昌確な｢ｲｻﾞ

参難}M(';ル」を腿'１１iしても，Ｉｸﾐllljが処〃せんに

鰭,肥するときに転記ミスをすれば，その努力は

すべて無駄になる．オーダリングでも人ﾉ｣ミス

をすればlii1じことである．

２）処方せん作成時・調剤時のリスク

処ﾉ』せん作成時のリスクは過去に多くの１１例

がfMlliされてきたが，イミだに解決されていない

lHjRUも多い．それは処ﾉﾉせんの,１１:式やjUi)ljに'111

題があるために起こっていると藍えられる１１例

が多いからである．蝋ﾊﾞﾘ'''1iは,ilMﾊﾟﾘ時に，薬の処

方通Ixl，ｌｌｌＩＩｔ，)１１法．JII1It､投与11数．薬ﾊﾟI］

'１１１の{'1(':作)'1までlll1IMLて,(M1/flIするが，それだ

けでは戦敗は'Mjげない．なぜなら，技!』捌始,Ｉ

は多くの処〃せんに１１}:かれず，「,!,こしても処〃

せんにはその情報は)又映されない．，,,】,21,州iが

薬hilllW1iに伝えられない場合もある．たとえオー

ダリングシステムだとしてもタイムラグがあっ

た')，臨Ⅱ#,定時処方せんが別)１，紙で(１１枚も苑

{rされるような(':組みでは，現時点で,ｉｌ,,ｻﾞに,Ⅱ（

)Ⅱしている難を調剤'１#仁把ｌｌｉ１できず，相互作川

をＭ１,恕するのもたいへん雌し<なる．このよう

なル徹が完成されたt1$類と１$えるだろうか？

このようなjiII川が尤成された述川と耐えるだろ

うか？りさは，処刀せんはそのIIP式｢,体に,{,１皿が

ある．

３）配薬・与薬時のリスク

蝿ﾊﾘ師が努〃して,淵剤までのリスクを完蛎に

fiijIl1できたとしても，病M【へ送った蝿が,1,,巡っ

た配業をされたI)，！』薬でミスが発ﾉﾋすれば，

ここまでの努ﾉﾉは全て無駄になる．ヅ,iiMiでｲh盤

imiが配薬．!』薬するときにも多くのリスクがあ

る．多くのりIij院ではｿ,iiMiで７．蟻カートがju1IiP1h

われている．このカートは1M鋼ｌすることだけを

砦えた作りで，一皮にｲｉｌ人もの調介,,鍵を収納．

ＩME｣''1できるというｲﾘ点がある半而，ひとたび紫

を配ってしまうと配薬ミスを発兄しにくいとい

う欠点がある．さらに，ノノ.蝿カートから収,),,）

した後，忠撚に!』蕊するまでのIMIにミスが苑ﾉｋ

する．そのうえ，このカートによる,ｊ､錐は１，)i院

側の効率よい仕ﾘﾄの流れをｉ２に考えてお,入山

稀がjul随後にrli-yiwll1できるようになるための

サポートはｲr<考えられていない．jIk大の,,１１題

は’病院内で忠箭に,'§し〈'１},薬させることがで

きたとしても退院と,１１時に,１Ｍ薬方法がわからな

くなって家で間迷った１，１１雛をしてしまうこと

で,これでは病院での全ての医療行為が無駄に

なる．

これらのリスクに対して､'11淀では一つひとつ

|霞
ｌｎｅｄｉｍＩＩｂｒｕｍＣＨＵＧＡＩｖｏＬｌ５ｎ０．１２()1１ 
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漣こ⑳処方内容は例を示したもので爽際の篠懸とは対応してい議せん．

図１２蕊|歴襲処方せん



蝿ﾊﾞﾘ部が１１１心となってllAI辿冊１１粁と,i,'}しｲTい，多

職fIiが迎挑してIMI題ﾉﾉﾊﾟを検Ｉｉｌ・改{I＃してきた．

nfiliに!)ⅡえてｲT(|[１１の表Pilj分にＩ)|l始，終｣=が111;き

込めるのが特徴で，医iilliが処〃を出した時点で

錐１１，１Mとが光成すろｲ|:組みになっている．薬ﾙﾋﾞ友

になっているので服用｢１１１１二の指示・【''''二のiiM剤

もこの処〃せんをⅢいて↑｢い，処〃せんを),Lれ

ぱ現時点での服)１１擢が'1ｉし<わかるようになっ

ている．赫参薬に関しては，薬剤師が錠剤鑑別

緋1'1:や代ﾄﾄﾞ薬などを処〃せんに1iZ接赤字で,ｉｆ'1iji

し，その雛のカレンダー部分に医師が継続や中

１１:の脂水を$'１:き込むことで処ﾉﾉが完成するとい

うルールに決めた．

iMiﾊﾟﾘ符ｊｌＭｆｉ蝉のﾌﾐ施,１．録も，この処方せん上

のカレンダー部分に記,llkするようにして，処〃

変虹と薬ﾊﾟﾘ符班脂導のI1U係がMtにでも－１１でわ

12蘂歴表処方せんの開発
まず，｜塊内で発しkする多くのLlfﾂｶﾞiを薬Ilj1i炎処

〃せん１枚に艦Ｈ１ｌした（図２)．』し休的には｢持

参薬報l1i1lP｣，「錠剤鑑別報lli1l}:｣，「定時処〃せ

ん」「脇１１$処〃せん｣，「薬ﾙﾄﾞ炎」「獺jiiI符J'１１指導

のﾌﾞﾐ施lid録」などで，これら全てを薬歴炎処〃

せん１枚にした．薬Ili炎処ﾉﾉせんとは，炎形火

のＷｌ:き処方せんで，／i:側半分は薬,Y,名，）'１法・

llllIlがiiu11ij(できる辺'１ｹの処ﾉﾉせんとliilじル式，

ｲiIlトド分は服11111をiid1舷する薙腔炎になってい

る処〃せんである．辺,勝の処〃せんに記,|,fする

全ての入院患者の薬を定時も臨時も－包化

鰯ill鰯鵬廿

癖
漉 時Ｍ１ｉ
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かり辿ｌｊｌをとりやすいようにした．

この薬膝表処方せんに変虹したことで，処〃

せん発行とIiilll｝に定AW1な薬鵬炎がた成し，い力、

なるタイミングでもl［しい莱雌を'Jくすﾊﾂｺﾞiが完

成したので．今まで解決できなかった次のよう

なﾘｽｸが全て解決した.

ｌ持参蕊報l1hl}から処方せんへの誤った転記

がなくなった．

２臆11ｻﾞ処〃と定時処方のH11f作川，および｣ｉｔ

複を兄逃さなくなった．

３中I}L鍵のIili4つた継続調ﾊﾞﾘ．および継続役ﾉﾉ．

がなくなった．

｛オペや検ｲfliIiにおける抗IIL液iIjil占1蕊の'１１｣１２

がI［し<行われるようになった．

５薬ﾊﾟ'1変史のタイミングに合わせた１１１１蝿指導

がIjl能になった．

６抗がんj2ilなどのプロトコルにｲﾔわせたＩｌＩ１始

や休薙が処ﾉ』せんで管'''1できるようになっ

た．

7週１１１１１のみ)１Ｍ)する薬でも．処ﾉﾉもれがな

くなった.

３.全患者の－包化調剤と

分包紙への見やすい印字

次に．111i薬す過ときのリスクである，、ｕ荷

の栄の飲みｌｌｌｊ述い」と「希護l111iの配樂・与・擁ミ

ス」を|j"ぐために人院JuL苫の雛をすべて一也化

洲ﾊﾞﾘにして印?:を'１J能にし，薙袋と一色化の分

色紙への炎示をﾉ<きく見やすくした（図３)．

そして一也化の分色紙にはIllに入っている蝿パリ

堵も全て１１.'Ｎｉすることにした．さらに処刀せん

を難Ih1i衆にしたことでl11ij1111が!;|‘にでもIﾘI1iIiiに

なったので，分色紙の一つひとつに)l1iHjllも印

字した．また，分包紙の－冊jIk後には．処ﾉﾉ内

E､ヨM20/ＤＷ１０
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図４お薬カレンダーの利用
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お薬カレンダー 与薬カート

恩騨震
「０ 露

ＩｉＦ禧
-週 召特徴｝
1．一人分の薬しかｾｯﾄできない

2.薄くて軽く,コンパクト

3.飲み忘れを硴罵できる

4.退院後に,自宅でも同じように
使用できる

U■ 

￣ 

［ｑ 

１．－度に何人もの薬を収納でき患

2.カートを移動できる
ａ自宅に持っていくことはできない
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お薬カレンダー式カート

’ 
入院時の配薬・服用方法と在宅での

配婆・服用方法を同じにできた

図５お藁カレンダー式カート

存と入っている錠剤の織別コードを印字した砿

1恕川の分tL紙が作成されるようにした.

企て‐巴化にしたことで，薬剤Miの訓ﾊﾞﾘ棚か

らのピッキングミスがなくなった．－袋ずつ１１Ｍ

川１１が,ｉｆ,砿されているので，石護lMiや魁什が｢１

分で服薬状況をチェックできるようになった.蝋【Ｍ１

稀の記１１Rや確樋川の分色紙は，蕊ﾊﾟﾘ師のみなら

ず行護H11jも揃桃で有111に利１１ルておl)評11Ｉも良

い．

4.お薬カレンダー利用による

安全管理の向上

獺ﾊﾞﾘ部を1Mｾｵした後のｿ,iil1liでの薬のリスク'''1避

をさらにＩ１tし進めるために，お薬カレンダーを

利ＩＩＬた．IILやすい印`i:と役１Ｊ､11をlﾘ}雌にした

一世化IiM/111の分包紙をお薬カレンダーにセット

することで，配薬後の確認がとてもしやすく

なった（図４)．１週1N1分セットした蕊をわず

|訂
mediczlIlbrumCHU(;ＡＩｖｏＬｌ５ｎ【》ユユ011



1.配藥 2.与薬準備

鍵：鍵： ＞ 

お薬カレンダーに配繋

お薬カレンダー式カートに

セットしてベッドサイドヘ

3.与薬
①
■
Ⅱ
Ⅳ
 

区 一鋤

》鋒、三一

鑿
繋剤師の

服薬指遡

滞匡
凸

評価

サポート;鯛一;鯛一
' ' 

靭蔑師が毎回，
魍者と一緒に薬を確認して与薬 ﾍﾞｯﾄﾞサイドに移動して自己管理

図６お薬カレンダー式カートによる服薬支担

かＩ数秒で確偲でき．次に飲む薬の確認や､飲

ませ忘れで残った薬の確認も－１１１Mi然となっ

た.さらに複数の思諦への与蕊に便利なように，

i､t1111餓祢仁ぶら「がっている灘111(のようなイ

メージでお薬カレンダーを''１枚もぶらさげるこ

とのできるカート「お薬カレンダー式カート」

を作製した（図５)．

そのlluのリスク[''1避の工夫として．

（lお薬カレンダーの喪に難袋や搬参薬を係締

するポケットを川意して忠粁の薬をできる

だけ分散させずカレンダー１枚に収めた．

２次ＩＩ１１に飲む蝿をIHI述わないようにするため

に，１１印として「ここ」と,１１:いた赤札を川

意して．ＩＩＵｉ１のたびに次のポケットに移動

するというルールを作った．

【3､赤札「ここ」には，どうしてもカレンダー

にセットできず別の場所に保袖:されている

１１薬や水剤などの錐川鍋とⅡ}i薬タイミング

を記ＩｌｉＲﾚﾉﾉ･薬忘れを防ぐ役割も持たせた．

｡')お薬カレンダーのﾂ腱いたポケットには「納

豆禁１１:」と,I}:いたカードや魁者個別の１１M薬

ｋのil;懲を,j〈したカードを入れて利川した．

５８１１，にdimⅡbnImCIlUGAlvo1.1ラ!'(,.Ｚ２０１１



ドレッサー型 ﾎﾞﾂｾﾞｽﾞｽﾞ型

自己管理を目指す患者厩 簡易懸濁法(経管投与)の患者用
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lHll72TmXilのお薬カレンダー式カート

これら一巡の改沸の結果として､驚くべきこ

とに病桃の調剤薬llAI述ヒヤリハットが前ｲＩ§の約

１４に減少した．

とにつながった．病|塊|ﾉﾘの迦川をlMkIlilLたこと

が,魁者のｲI:'七での薬の通１１：使用を成功させた．

Ｂ､まとめ

病院内で薬を､|i故なく適正に使１１}するために

は．［１１:類をできるだけ艦jll1して少なくわかりや

すいものとし，効率の｣い､迎)１１を行うことが'1ｔ

典である.処〃薬の安全で適正なｌｌＭｌのために．

､'11礎の薬ﾙﾋﾞ炎処方せんは多大なIPilliXをしたと勝

える．さらに，効率の｣迎い安全な'ｊ･錐業務と肌

行教育にお蕊カレンダー式カートがｲfj1}である

ことがわかり，薬歴表処方せんとお薬カレン

ダー式カートのコラポレーションは，11k終Ｉ１ＭＩｌ

である住宅での薬の遮IIi使用を述成するための

ベストな組み合わせになったと巻える．また，

お錐カレンダー式カートについては．カート製

造瀧者のサカセ化学［瀧と使いやすい製砧の１%１

発に収I)組み，現在，)Ⅱ途の異なった２fIk航の

カートが完成している（図７)．ｿI苅院のみならず

5.お薬カレンダー式カートに

よる服薬支援

与薬は，お薬カレンダー式カートをベッドサ

イドまで捗っていき，患者と一緒に薬を雌秘し

ながら７．薬するﾉﾉ法をとった(図６)．この〃法

を征11繰1)返し行ったところ，ノUk行の1111兆ﾉﾉ法

の理解が進んだI)，Ｉ１１ｉ薬に興味を示す思稀が蝋

えた．）ｌＩｉ薬方法をM岬廿が理解できたとSl1llJrした

ところでベッドサイドにカレンダーを移1111)して

l〕己樋:JMへと切I)ﾄﾄﾞえた.注l'すべきは,今まで

のjj薬〃法ではr1LyinF理ができるようにならな

かった`Ｗｆの実に786％が入|流111にIH1LyWjl11か

[可能になったことである．そして，お薬カレン

ダーを１１１１つた入院111の服薬,ﾘﾘ純が，薬の飲みノノ

を間迷えてＩｊｊ入院してくる忠什の数も減らすこ

|鴎
nlcdicallbrulu1（:ｌ－ｌＵＧＡｉｖ(】１．１ラｕ】ｏ１Ｚ()Ｉ’



l笈維スタッフの少ないと他施投などでのｲ｢川ｆｌｉ

は商いとげえている．

｣ﾘ跡當のオーダリングシステムでは．、】1腕の安全

対策全てを受け継げるものはなく，むしろ安全

対策や使い勝手から考えても大きく退化すると

しか11Ⅱ断できないものばかりである．そこで．

システムエンジニアやシステムプログラミング

,役,汁会社などと学会を皿して精〃的に↑If報提

|脾交換を続けている．しかし，こうした７年

'111の取り組みにもかかわらず，未だに,どのよ

うな規摸のｿiii院でも必奨とされるl壇派安全と患

荷志向を奥剣に考えた現｣Lﾙにやさしいシステム

のl珊発プロジェクトが｣〕A光化する助きはない．

税々の琴えているシステムが実現すればオーダ

リングの安全性と使いやすさが飛躍的にＩｆｌ上す

ると琴えており，協力業勝や脇ﾉﾉ病院，協力研

究片を探している．

Ｉ 7.今後の課題

今後も|鋤〈現場の近代化のためにﾄﾞIｿﾉ｣的に1in

lIM)したいと膝えている．こういった山締志向の

】ＩＲＩ)組みが笈現できるのが１１】小病院の利点であ

るが，ｿjj院錐ﾊﾟﾘ師の激があま【)にも少ない．』↑

院のこれらの取り組みは蟻('１師わずか４人足ら

ずで行われてきた．志のある薬剤lIiliはぜひ当院

のIilIHljに,ILJ《願していただきたい．、'11塊は'11冒今の

脹振の悠条|ﾉﾄﾞを需い`）<にせず今後もますます進

化してゆくつもりである．

また，Ｗ院の薬歴表処〃せんは，オーダリン

グ人力iIlIill1iや}Iリノ帳熟に応１１ＩすることをｊＩｔ終１１

隙に製作してきた．経YYに('１１－億１１１をかけても
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